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Abstract: Water tunnel experiments have shown that arc 

camber blades improve the efficiency of water turbines 

compared to conventional blade shapes. In this study, 

aerodynamic characteristics of three types arc camber blades 

based on NACA633-018 were measured under same 

Reynolds number.  

 

潮流発電実験において採用実績のある NACA633-

018 翼形を基とした円弧キャンバー翼は，水路実験

の結果から NACA633-018 直線形と比較して水車効

率を向上させることが明らかとなっている[1]．我々

はこの翼を利用したタービンを風力発電装置として

利用した場合の風車特性を風洞施設により測定し，

これまでに，タービンのソリディティすなわち翼弦

長の違いが風車特性に影響を及ぼす[2]ことを風洞実

験より明らかにしている．しかし，風洞施設におい

て，タービンを実際に回転させて測定を行うには多

大な労力を要する．そこで，翼の空力特性から風車

特性を推定するための理論的解析方法がいくつか提

案されている．Ion[3]の解析方法では，翼の空力特性

である揚力係数および抗力係数から，風車に働くト

ルクやパワー係数等が算出されている． 

そこで，本稿では NACA633-018翼形を基とした円

弧キャンバー翼について，異なる翼弦長に対する空

力特性の測定結果を報告する． 

空力特性の測定は，本学理工学研究所空気力学研

究センターの 3 分力検出器(LMC-3531-50N，日章電

機(株)社製)を使用した．Figure.1に示すように，この

翼はキャンバー線が風車の回転軌跡と一致するよう

に変形した翼形状である．検討した翼の翼幅は

295mmで，翼弦長はタービンの直径 600mm[2]に対し

て，105，122，139mmの 3種類[2]である．異なる翼

弦長の空力特性を比較するため，(1)式に示すレイノ

ルズ数𝑅𝑒[4]を用いる．本実験では迎角𝛼 =0deg にお

いて𝑅𝑒 = 8.0 × 104となるよう，各翼に対して風速

を設定する．  

𝑅𝑒 =
𝜌𝑉𝑙

𝜇
(1) 

ただし，𝜌：空気密度[kg/m3]，𝑉：風速[m/s]，𝑙：翼弦

長[m]，𝜇：粘性係数[Pa・s]である． 

測定する迎角𝛼は，風洞測定部断面積 0.18m2に対

して，翼の投影面積が占める割合が 10%以下[5] とな

るよう，𝛼 =-25～25degの範囲で 1deg毎に設定する． 
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Figure.1 Arc camber blade 
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